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1. はじめに 

プログラミングの授業は多くの大学で行われている

[1]．GUIプログラミング課題を手作業で採点するのは手

間がかかる．本稿では，学生が作成した GUI プログラミ

ング課題を自動で採点するシステムを開発し，プログラ

ミング教育の効率化を目的とする． 

2. 前提条件 

2.1. JavaFX 

Java の標準 GUI ライブラリとして JavaFX が搭載され

ている．本研究では JavaFX で作成された GUI アプリケ

ーションを対象とする．  

2.2. テスト方式 

 GUI アプリケーションのテストは，レイアウトが正しいか

検証する「静的テスト」と，イベントの動作が正しいか検

証する「動的テスト」に分けられる[2]．本稿では，動的テ

ストの自動化について述べる． 

3. 提案手法 

教員があらかじめ作成した模範解答の GUI アプリケ

ーションを用いてイベントを動作させ，出力を記録し，

XML 形式でファイルに格納する．学生の GUI をテスト

する際に対応する XML ファイルから入力データを取得

し動作させる．学生の GUI の出力データと XML の出力

データを比較することで動的テストを自動で行うことが

できる．システム構成図を図 1 に示す． 

 
図 1．自動採点システム構成図 

4. 実験 

実際の授業で出題された演習課題を用いて，学生が

作成した GUI の動的テストを行う．使用する演習課題は

図 2 に示す「チケット価格計算アプリケーション」とする．

これは，料金と枚数を選択すると金額が表示されるアプ

リケーションである．教員の模範解答を用いて自動生成

された XML を図 3 に示す．この XML を用いて，学生の

GUI に「200」と「3」を入力し，出力が「600」になるか確認

する．学生の GUIで動的テストを行った結果を図 4 に示

す．出力が一致している場合は「OK」と表示される． 

 
図 2．チケット価格計算アプリケーション 

 

 
図 3．自動生成された XML 

 

 

図 4．学生の GUI での動的テスト結果 

図 4 を見ると，入力が 200, 3 のときに出力が 600 とな

っているので，学生の GUI は正しく動作していることが

わかる．このように模範解答から XML ファイルを自動生

成し，学生の GUI の採点に用いることで動的テストを自

動化することができた．この実験では 1 つのパターンで

しか動的テストを行っていないが，XML ファイルを複数

用意することによってさまざまなパターンでの動的テスト

が可能になる．しかし，現在はボタンを押したときの出

力や画面が遷移するアプリケーションをテストすることが

できないので，今後改善していく必要がある． 

5. 今後の課題 

機能を追加し，様々な GUI アプリケーションに対応さ

せる．また，自動採点システムが正しく動作しているか

評価を行う． 
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